
腫瘍随伴症候群としての発熱を伴った	
びまん型肝未分化癌の一剖検例
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要旨：59 歳男性．肝障害と発熱の治療のために当科に入院した．腹部 CTで肝内びまん性低吸収域を認め
たことから，多発性肝膿瘍として加療を行われたが，多臓器不全，播種性血管内凝固症候群を合併しており，
第 3病日に死亡した．剖検所見では，肝全体および他臓器に腫瘍が多発していた．免疫組織学的染色では，
腫瘍細胞は明らかな分化傾向を示さず，肝原発未分化癌と診断した．肝未分化癌はしばしば腫瘍随伴症候
群としての腫瘍熱で診断される．特異的な画像所見はないとされるが，肝内に乏血性腫瘤の形態を呈する
ことが多く，このような画像的特徴と相まって，肝膿瘍との鑑別が困難となりうる．肝未分化癌はきわめ
て稀な疾患であるが，予後不良で急激な経過をたどることもあるため，肝腫瘤を有する発熱患者では，肝
未分化癌も念頭に，注意して診療にあたる必要がある．
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